
お知らせ

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
が

　
　
　
　

迫
っ
て
い
ま
す
！

【
申
請
期
限
】＝
10
月
13
日（
火
）

　

現
在
、
本
市
で
は
定
額
給
付
金
・

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
定
額
給
付
金
の
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や

紛
失
し
た
場
合
は
実
施
本
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
請
受
付
期
限
は
、
本
年
10
月
13

日（
火
）消
印
有
効
と
な
っ
て
い
ま
す

（
10
月
10
日（
土
）が
閉
庁
日
の
た
め
）。

　

期
限
ま
で
に
申
請
を
し
な
い
と
給

付
金
を
辞
退
し
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
定
額
給
付
金
実

施
本
部

０
９
９
６（
２
３
）６
１
０
０

お
お
つ
な
商
品
券
が　
　
　

　

使
用
期
限
を
迎
え
ま
す
！

　

お
お
つ
な
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、

本
年
９
月
30
日（
水
）ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
市
内
加
盟

店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
後
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝

▼
川
内
商
工
会
議
所

　

０
９
９
６（
２
２
）２
２
６
７

▼
市
商
工
会
本
所

　

０
９
９
６（
４
４
）２
０
４
５

今
こ
そ
人
材
確
保
の
チ
ャ
ン
ス

　

〜
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら　

　
　
　
「
求
人
」の
お
願
い
〜

■
高
卒
の
求
人
の
お
願
い

　

本
市
お
よ
び
さ
つ
ま
町
の
高
校
で
、

来
春
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
は
３
９

９
人
お
り
、
う
ち
県
内
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
生
徒
は
２
２
６
人
で
す

（
５
月
末
現
在
）。

　

現
在
、
求
人
受
け
付
け
中
で
す
。

９
月
16
日（
水
）か
ら
は
採
用
選
考
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
地
元
に
若
い
力
を

残
し
ま
し
ょ
う
。

■
中
途
採
用
求
人
の
お
願
い

　

求
人
は
前
年
５
月
比
で
６
０
０
人

減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
仕
事
を

探
す
方
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
３
４
０
０
人
余
り
の
方
が
仕

事
を
探
し
て
い
ま
す
が
、
求
人
は
４

人
に
１
人
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
採
用
枠
の
拡
大
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
に
あ
た
っ
て
は
年
齢

制
限
が
禁
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
物
本
位
、
能
力
本
位
で
の
採
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

川
内０

９
９
６（
２
２
）８
６
０
９

発
掘
作
業
員
募
集
説
明
会

　

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
予
定
し
て
い
る
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
係
る
作
業
員
募
集
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
時
】＝
９
月
29
日（
火
）10
時
〜
11
時

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館　

研
修
室

【
内
容
】＝

▼ 

遺
跡
＝
川か
わ
ば
た幡
遺
跡（
宮
里
町
）・
上か
み

新し
ん
で
ん田
遺
跡（
青
山
町
）・
山
口
遺
跡

（
都
町
）な
ど
５
遺
跡

▼�

調
査
期
間
＝
11
月
４
日（
水
）〜
平

成
22
年
３
月
19
日（
金
）

【
問
合
先
】＝
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
調
査
第
二
課　

抜ぬ
き
み
ず水
・
冨と
み

田た

０
９
９
５（
４
８
）５
８
１
１

簿
記
検
定
試
験

【
時
】＝
11
月
15
日（
日
）

【
所
】＝
川
内
商
工
会
議
所
２
階　

大

ホ
ー
ル

＊�

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
受
験
料
】＝

▼
１
級
＝
７
５
０
０
円

▼
２
級
＝
４
５
０
０
円

▼
３
級
＝
２
５
０
０
円

▼
４
級
＝
１
６
０
０
円

【
申
込
期
間
】＝
９
月
25
日（
金
）〜
10

月
14
日（
水
）

【
申
込
方
法
】＝
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
川
内
商
工
会
議

所
総
務
課

０
９
９
６（
２
２
）２
２
６
７

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
薩
摩
川
内
８
月
10
日
号
、
７

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
表
中
番
号
１
の

提
案
公
募
型
補
助
金
実
施
団
体
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　【
問
合
先
】＝
本
庁
財
政
課（
内
線
４

７
２
３
）

⓲広報薩摩川内　2009.9.10⓳ 2009.9.10　広報さつませんだい

　

田
海
町
に
あ
る
天て
ん

沢た
く

寺じ
（
曹そ
う
と
う
し
ゅ
う

洞
宗
）跡
に
は
、

島
津
歳
久（
宮
之
城
主
）お
よ
び
共
に
殉
死
し
た

家
臣
24
人
の
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

秀
吉
が
文
禄
の
役
で
朝
鮮
出
兵
を
始
め
た
こ

ろ
、
島
津
氏
の
家
臣
梅う

め

北き
た

宮み
や

内う
ち

左ざ

衛え

門も
ん

国く
に

兼か
ね

が

秀
吉
へ
の
謀む

ほ
ん反
の
兵
を
挙
げ
、
こ
の
徒
党
の
中
に

歳
久
の
家
臣
が
多
数
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
秀

吉
は
、
兄
義
久
の
策
略
と
疑
い
ま
し
た
が
、
家

康
の
と
り
な
し
で
義
久
へ
の
誤
解
は
晴
れ
ま
し

た
。
し
か
し
歳
久
に
つ
い
て
の
申
し
開
き
は
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
歳
久
の
首
を
差
し
出
す
よ
う

義
久
に
命
じ
ま
し
た
。　

　

文
禄
元
年（
１
５
９
２
年
）７
月
18
日
、
義
久
は

不ふ

憫び
ん

に
も
歳
久
を
竜
ヶ
水
に
攻
め
、
首
を
取
り
、

秀
吉
に
差
し
出
し
ま
し
た
。
享
年
56
歳
。
こ
の

戦
で
歳
久
と
殉
じ
た
者
の
中
に
は
東
郷
出
身
の

家
臣
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
歳
久
の
遺

骸
は
帖
佐
の
総
禅
寺
に
埋
葬
さ
れ
、
当
時
雲

う
ん
し
ゅ
う秀

寺じ

と
称
し
て
い
た
天
沢
寺
の
境
内
に
は
、
歳
久

と
家
臣
ら
を
弔
う
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

■問合先　八幡地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 895-0071　田海町 1560　 ・ 0996（30）1134

　

八
幡
地
区
は
、
中
心
市
街
地
か
ら
北
東
へ
約
８

㎞
の
地
点
に
位
置
し
、
北
は
田た

う

み海
町
西に

し
か
わ
う
ち

川
内
か
ら

南
は
川
内
川
を
挟
ん
で
白
浜
町
ま
で
南
北
11
㎞
あ

り
、
細
長
い
馬
の
尾
の
よ
う
な
地
形
を
し
て
い
ま

す
。
面
積
は
９
・
83
㎢
で
、
14
の
自
治
会
か
ら
成

り
、
人
口
１
５
１
５
人
・
６
６
５
世
帯
、
高
齢
化

率
は
28
・
45
％
で
す
。

　

北
部
上
田
海
地
区
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な

農
村
地
域
で
す
。
中
部
中
田
海
地
区
は
、
宮
之
城

か
ら
川
内
港
に
通
ず
る
広
域
農
道
が
横
断
し
て
お

り
、
田
海
川
の
清
流
が
流
れ
る
水
田
地
帯
で
も
あ

り
ま
す
。
南
部
丸
山
地
区
は
国
道
２
６
７
号
沿
い

に
位
置
し
、
市
営
住
宅
や
田
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な

ど
個
人
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
大
き
な
集
落
地
帯
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
内
川
の
水
を
活
用
し
た

浄
水
場
が
あ
り
、
飲
料
水
の
供
給
源
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

八
幡
地
区
は
、
第
12
代
〜
14
代
旧
川
内
市
長
故

福ふ
く
じ
ゅ壽
十じ

ゅ
う
き喜
氏
の
生
誕
の
地
で
す
。
福
壽
氏
は
川
内

原
子
力
発
電
所
建
設
や
自
衛
隊
誘
致
を
は
じ
め
、

行
政
情
報
の
電
算
化
な
ど
、
多
く
の
功
績
を
残
し

ま
し
た
。
今
後
も
地
区
民
ら
で
、
後
世
に
語
り
継

い
で
い
き
ま
す
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
す
る
と
、
中
今
村
地
区
の
荒
地
約
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
川
内
川
拡
幅
工
事
で
出
た
土
砂
を
搬
入

し
、
埋
め
立
て
、
畑
地（
将
来
は
宅
地
）と
し
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
地
域
活
性
化
事
業
と
し

て
、
こ
の
埋
立
地
を
借
用
し
花
を
植
え
、
コ
ス
モ

ス
祭
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
事
業
で

は
、
高
齢
者
の
健
康
体
操
な
ど
の
自
主
学
級
を
実

施
。
そ
の
ほ
か
、
旧
下
東
郷
中
学
校
同
窓
会
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
や
地
区
高
齢
者
福
祉
大
会
な
ど
を

行
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

少子高齢化に負けず、みんな元気です。生涯学習振興部会によるグラウンドゴルフ大会の様子。

地区文化祭に出品された福
ふくやま

山春
はるお

男さんの作品。竹材を活用した見事な工芸品です。

コスモス祭りで魚
のつかみ捕りに奮

闘する子どもたち
の様子。

地区のイベントで活
動する八幡きらめき

太鼓。国の宝くじの
コミュニティ助成事

業

を利用して５張りの
太鼓を購入しました

。

第 44 回

「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り　

人
が

い
き
い
き
よ
み
が
え
る
八
幡
」を
基

本
目
標
に
掲
げ
、魅
力
的
で
、健
や
か

に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
八
幡
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
八
幡
地
区
編 

〜

保健センターで実施する保健事業
地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

９/29(火)
９ :00 〜 ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

10/６(火)
９ :00 〜 ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

樋 脇 10/７(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

入 来 10/７(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

東 郷 10/７(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

祁答院 10/７(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

清らかな水が流れる田海川。魚の生
態調査やホタルの生息地として子ど
もたちに親しまれています。

県の共生協働の地域づくり制度を活
用し、冷泉の施設整備などを行いま
した。

四季を通してさまざまな花が咲き乱
れ、道行く人々の目を楽しませてく
れます。

島津歳久とその家臣らの霊を弔うた
めに建立された供養塔。

上
之
原

田
海
川
い
ぜ
き

西
川
内

冷
泉
の
整
備

西
川
内

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

供
養
塔

島
津
歳と
し
ひ
さ久
と
そ
の
家
臣
の
供
養
塔

そ
の
他

訂
正
前

本
町
公
民
館
ト
シ
ド
ン

保
存
会

訂
正
後

本
町
自
治
会
ト
シ
ド
ン

保
存
会

見本




